小 岩 井 農場の 北に、 黒い 松の 森が 四つあります。 い 

才 イノち リ さるち リ 

ちばん 南が 狼 森で、 その 次が 笊 森、 次 は 黒 坂 森、 北の 

ぬすと もり 

はずれ は 盗 森 です。 

この 森が い つ ごろ どうして できた のか、 どうして こ 

きた い 

んな 奇体な 名前が ついた のか、 それ をい ちばん はじめ 

から、 すっかり 知って いるもの は、 おれ 一人 だと 黒 坂 

森の まんなかの 巨き な巌 が、 ある 日、 威張って このお 

はなし を わたくしに 聞かせました。 

も 力し 、-? んカ 

ずう つと 昔、 岩 手 山が、 何べ んも 噴火し ました。 そ 

うず 

の 灰で そこら はすつ かり 埋まりました。 このまつ 黒な 

巨き な巌 も、 やっぱり 山から はね 飛ばされて、 今のと 



唐 鍬 や、 すべて 山と 野原の 武器 を 堅く からだに しばり 

かど ひうちいし こ 

つけて、 東の 稜 ばった 燧石 の 山 を 越えて、 のつ しのつ 

しと、 この 森に かこまれた 小さな 野原に やって来 まし 

た。 よくみ ると みんな 大きな 刀 もさして いたのです。 

げんとう 

先頭の 百姓が、 そこらの 幻燈の ような けしき を、 み 

ん なに あちこち 指さして 

「どう だ。 いいと こだろう。 畑 はすぐ 起せる し、 森 は 

近いし、 きれいな 水 もな がれて いる。 それに 日 あたり 

もい い。 どう だ、 俺 はもう 早くから、 ここと 決めて 置 

いたんだ ごと 升い ますと、 一人の 百姓 は、 

ちみ かが 

「しかし 地味 はどう かな ご と 言いながら、 S んで 一 本 



おろして、 それから 来た 方へ 向いて、 高く 叫びました 

「おおい、 おおい。 ここ だぞ。 早く 来お。 早く 来お ご 

すると 向う のす すきの 中から、 荷物 をた くさん 

しょって、 顔 を まっかに してお かみさん たちが 三人 出 

て 来ました。 見る と、 五つ 六つより 下の 子供が 九 人、 

わいわい 云いながら 走って ついて 来る のでした。 

そこで 四 人の 男た ち は、 てんでに すきな 方へ 向いて 

声 を 揃えて 叫びました。 

「ここへ 畑 起しても いい か あご 

「いい ぞ おご 森が 1 斉 にこた えました。 

また 

みんな は 又 叫びました。 



いました。 

と 1 つろ 1 つ 

狼 は みんな 歌 を 歌って、 夏の まわり 燈籠 のように、 

火の まわり を 走って いました。 

「狼 森の まんなかで、 

火 は どろどろ ばちば ち 

火 は どろどろ ばち ばち、 

栗 はころ ころばち ぱち、 

栗 はころ ころ ぱちぱ ち。」 

みんな は そこで、 声 を そろえて 叫びました。 

「狼 どの 狼 どの、 童し やど 返して 呉ろ ご 

狼 は みんなび つくりして、 一 べんに 歌 を やめて くち 



うち な た さんぼんぐ わ と-つぐ わ 

ますと、 どこの 家に も 山刀 も 三本 鍬 も 唐 鍬 も 一 つも あ 

リ ませんで した。 

みんな は 一 生 懸命 そこら を さがし ましたが、 どうし 

て も 見附 かりませんでした。 それで 仕方なく、 めいめ 

いすき な 方へ 向いて、 いっしょに たかく 叫びました。 

「おらの 道具 知らない か あご 

「知らない ぞ おご と 森 は 一 べんに こたえました。 

「さがしに 行く ぞ おご とみんな は 叫びました。 

「来お ご と 森 は 一 斉に 答えました。 

みんな は、 こんど はなん にも もたないで、 ぞろぞろ 

森の 方へ 行きました。 はじめはまず 一番 近い 狼 森に 



盗 森の 黒い 男 は、 頭 を かかえて 地に 倒れました。 

岩 手 山 はしず かに 云いました。 

「ぬすと はたし かに 盗 森に 相齊 ない。 おれ は あけがた、 

東の 空の ひかりと、 西の 月の あかりと で、 たしかに そ 

れを 見届けた。 しかし みんな ももう 帰って よかろう。 

あ つ 

粟 はきつ と 返させよう。 だから 悪く 思わんで 置け。 一 

あわ もち 

体 盗 森 は、 じぶんで 粟 餅 を こさえ て 見た くて たまらな 

かった の だ。 それで 粟 も 盗んで 来たの だ。 はつ はつ 

は。 - 

そして 岩 手 山 は、 またす まして そら を 向きました。 

男 はもう その 辺に 見えませんでした。 



おお 、-ゎ 

まっくろな 巨き な巌 がお しまいに 云つ ていました 
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